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要約 

・ オーストラリアでは、心臓リハビリテーションの益を得られる可能性が

ある多くの患者が心臓リハビリテーションを受けることができていな

い。 

・ COVID-19 のパンデミックは、遠隔医療とデジタル技術の利用を加

速させた。 

・ 遠隔医療を利用した在宅での運動介入によって、このような患者が

心臓リハビリテーションの恩恵を受けることができる。 

・ ただし、遠隔医療は対面での心臓リハビリテーションの代替手段とす

るのではなく、補完するために使用する必要がある。 

・ より多くのオーストラリア人の患者が心臓リハビリテーションの効果を

享受できるようになることが望まれる。  


